
安全安心 アメニティ コミュニティ 景観 官民協働 

棚尾地区 
（愛知県碧南市） 

○ 計 画 期 間  平成 25年度～平成29年度 

○ 面     積  195ha 

○ 交付対象事業費  1,209 百万円 

○ 市人口 71,931人（地区内人口 8,304人） 

 

 

 

 

 

目  標 

 地区が有する豊かな地域資源を有効に活用し、『災害に強く、多世代が安心・安全・快適に暮らせる生活の土台づく 

り』、『豊かな環境づくり』、『棚尾に訪れたくなるまちの彩りづくり』を推進する。 

指  標 

みんなが安心して生き生きと暮らせるま

ちを目指して、都市施設の充実度、環境の

充実度、地区固有の資源を活かした活動の

充実度を指標とし、事業効果を評価する。 

事業内容  

基幹事業（1,189 百万円）→道路（5路線・L=412ｍ）、公園（名鉄跡地 A=2.3ha） 

地域生活基盤施設（広場 2箇所、案内板等 12基） 

高質空間形成施設（毘沙門通り歩行区間整備 L=985ｍ、堀川等沿線道路整備 L=1,049ｍ、 

         達吉の小径景観整備 L=184ｍ） 

提案事業（20百万円）   →地域創造支援事業（後退用地取得事業、防災まちづくりモデル検討事業） 

事業活用調査（事業効果分析） 

まちづくり活動推進事業（棚尾地区まちづくり活動支援事業） 
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安全・安心なまちの都市施設の充実度   61％(Ｈ25) →  80％(Ｈ29) 

身近に水と緑が感じられる環境の充実度 51％(Ｈ25) →  67％(Ｈ29) 

地区固有の歴史・文化と自然の資源を    57％(Ｈ24) →  77％(Ｈ29) 

活かしたまちづくり活動の充実度 

地区概要 

 地区住民で組織する『棚尾地区まちづくり推進委員会』が 

中心となって、毘沙門天（妙福寺）を始めとする、通称『毘 

沙門通り』や名鉄廃線跡地など、地区固有の歴史・文化と自 

然の資源を活用したまちづくりに取り組んでいる。 

ポイント  

子どもからお年寄りまで、みんなが安心して生き生 

きと暮らせるまちづくり 

防災まちづくりモデル検討事業 

 後退用地取得事業 

棚尾地区まちづくり活動支援事業 

子種

上源

水路沿線道路環境整備事業 

毘沙門通り歩行空間整備事業 

 

名鉄跡地緑地整備事業 

堀川沿線道路環境整備事業 

事業効果分析 

達吉の小経景観整備事業 

 

堀川広場 

 

幹線配水管震災対策事業 

耐震性貯水槽整備事業 

（仮）南北軸道路整備検討事業 

ブロック塀生垣化促進事業 

空き家撤去促進事業 

名鉄跡地横断道路整備事業 

案内板等整備事業 

 

こんぴら広場 

 

名鉄跡地横断道路整備事業 



   地区の現況と課題 

 棚尾地区は、毘沙門天（妙福寺）をはじめ、昭和初期の面影を偲ば 

せるまちなみや路地の風景など歴史・文化資源が随所に残されている 

が、人口減少、少子高齢化の進展や毘沙門通りを中心とする商店街の 

活気が失われつつあり、地域の活力が低下している。 

提案事業の特徴 

後退用地取得事業 

旧市街地は、幅員が４ｍ未満の道路が多く、緊急車両の通行に支

障があり、災害時に脆弱な構造であるため、狭隘道路の解消を図る。 

まちづくり活動推進事業 

地域住民で組織する『棚尾地区まちづくり推進委員会』の活動支

援を行い、毘沙門天大祭に合わせて『たなを村まつり』の開催、ま

ちのお宝をめぐる『史跡めぐり』を定期的に開催している。 

計画策定のプロセス 

遊具デザインワークショップの開催 

 企画・コーディネート・アドバイザーとして、愛知県立芸術大学の 

先生に入っていただき、地元小学生と遊具のデザインを考えるワーク 

ショップを２回開催し、４３名が参加し、小学生自身で遊具のアイデ 

アを形にする事を行い、その作品を元にして遊具のデザインを行った。 

棚尾の歴史を語る会の開催 

 平成２３年７月より、毎月１回、地区住民により『棚尾の歴史を語 

る会』をスタートし、棚尾の旧跡や人物、伝統行事などの歴史に関す

る会話形式の勉強会を開催している。 

碧南市長 冝田政信のコメント 

棚尾地区には、『毘沙門さん』として、聖徳太子作といわれている 

志貴毘沙門天があり、毎月３日に開催される縁日には、妙福寺境内

に多くの露天が立ち並び、多くの参拝客で賑わっております。 

このような貴重な資源を活用し、まちの賑わいづくりに地域住民

との協働により、まちづくりを推進し、地区の活性化に努めてまい

ります。 

棚尾地区まちづくり推進委員会 

副委員長 長田豊治氏のコメント 

 平成２０年２月に地域住民で編成する『棚尾地区まちづくり推進

委員会』を設立し、平成２３年３月には、『棚尾地区まちづくり基本

構想』を行政との協働により策定をした。『私たちの手で私たちのま

ちづくり』を基本姿勢に住民自らが主体的に討議を行い、毘沙門天

や名鉄跡地等の地域資源を活用したまちづくりに取り組んでいる。 

 今後も、より多くの地域住民が郷土に誇りや愛着の持てるまちづ

くりを進め、まちの活性化を図ってまいります。 

 棚尾の歴史を語る会 磯貝国雄氏のコメント 

 まちに埋もれている史跡や伝承などの宝物を掘り起こし、自分達のまちを見直す機会をつくり、まちの活性化を願っ

てこの会を始めました。今後も、祖先から受け継いだ遺産を子供や孫に伝え、又、新しく住民となった人達にも棚尾の

まちをよく知ってもらうことで、元気なまちづくりを進めたいと思っています。 

 
 
 
 
 
 
 

 
▲毘沙門通り 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
▲名鉄廃線跡地 

 
 
 

  
▲公園の模型（旧棚尾駅） 

  

 
 

 
 
 
 
▲イメージ図 

 
 
 
 
 
 
 

 
       

▲ワークショップの開催 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲イベントの開催 

 
 

地元小学生参加 

名鉄廃線跡地 

たなを村まつり 史跡めぐり 

 毘沙門通り 

地元住民参加 


